
社  会
I 教科、種日の観ッミ
資料作成に当たうては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となっているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

3年
ア 身近な地域や市町について、人々の生活との関連を踏まえて理解を深め、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養えるよう配慮されているか。
イ 地図帳や各種の具体的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養えるよう工夫されているか。

4年
ア 自分たちの県について、人々の生活との関連を踏まえて理解を深め、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養えるよう配慮されているか。
イ 地図帳や各種の具体的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択,判断したことを表現する力を養えるよう工夫されているか。

5年
ア 我が国の国上の地理的環境や産業の現状について、国民生活との関連を踏まえて理解を深め、我が国の国上に対する愛情や産業の発展を願い将来を担う国民としての自
覚を奏えるよう配慮されているか。
イ 地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基に議論
したりする力を養えるよう工夫されているか。                                                   ′

6年
ア 我が国の政治、先人の業績や優れた文化遺産、国際社会における我が国の役割について理解を深め、平和を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養えるよう配慮さ
れているか。
イ 地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基
に議論したりする力を養えるよう工夫されているか。      ′

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバiサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに豊かな記述内容となっているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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Ⅱ 選定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとイこ、特に日立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、道正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項 目とは、対応させて読み取ること。



Ⅲ 社会

・ 4年の l地いきの伝続や文化 と先人のはた
らき」では、本県に伝わる伝統行事や、教
会などの建造物 とそれ らの保存にかかわる
取組を単元を通 して文や写真、絵を使つて

詳細に取 り上げることで、行事や施設にか
かわる人の思いや願いについて身近に感 じ
ながら学習できる内容になっている。

・ 6年の歴史学習では、南蛮貿易や島原・天
草一揆、貿易拠点としての出島、朝鮮交流
の窓口となつた封馬を、文 と絵、写真で詳
しく取 り上げることで、本県が歴史の中で
果たしてきた役割に気付 くとともに歴史や
文化に親 しみながら学習を進めることがで
きるようになつている。

日 文

SDCsを 甲心に現代的な話課題である人権・

福祉、我が国の国土 と歴史への理解 と愛
情、平和・国際理解、環境、情報、防災・

安全等を意図的に取 り上げて考えさせるこ
とで、社会の様々な事象について深 く考え
た り、かかわった りしていこうとする意識
を高めることができるよ う配慮 されてい

る。

単元の終末に、 「私たちにできることを考
えよう」や 「これからの工業生産のあり方
を考えよう」、 「未来につなげる (私たち
のSDGs)」 などのテーマを設けて考えさせ
ることで、よりよい社会の形成に参画 し、
自らの役割や責任を果たしていこうとする
態度を養 うことができるよう配慮 されてい

る。

・ 5年の目然災害の学習では、爾島原市の火
山被害への姑策について、導流堤と噴火被
害遺構 (校舎)な どを文や写真を使つて紹
介することで、自然災害の恐ろしさと火山
災害対策の重要性を身近なこととして感 じ
ながら学習できる内容になっている。

・ 6年の歴史学習では、平戸オランダ商館、
島原・天草一撲、出島、島原市の青い日の

人形などを紹介することで、本県が古 くか
ら国際交流において、大きな役割を果たし
てきたことに気付 くとともに、歴史や文化
に親 しみながら学習を進めることができる
ようになつている。

教  出

1歴只を学心意味」や 1市のこれからの発
展」において、獲得 した知識を基に、社会
的な 「選択・判断」やこれからの社会につ
いて 「構想する」場面を単元末に設定する
ことで、自ら主体的に考え行動するととも
に、進んで社会に参画 しようとする意識を
高めることができるよう配慮されている。

「○○さんの話」として社会で活躍してい
る多様な人物を数多く取り上げたり、
「SDGsと つなげて考えよう」として持続可
能な発展の視点から社会を見つめられるよ
うな内容を取り上げたりすることで、多様
な人々と協働する意識を高め、よりよい社
会を創 り出そうとする意欲をもつことがで
きるよう配慮されている。

・ 5年の自然災害の学習では、雲イ山晋賢岳の

噴火による火砕流の様子を写真を使つて紹
介することで、自然災害の恐ろしさについ

て身近なこととして感 じながら、それを防
ぐ取組について学習を深めることができる
内容になつている。

6年の歴史学習では、島原・天草一揆や貿
易拠点 としての出島、朝鮮交流の窓 口と
なつた対馬などを文 と絵で取 り上げること
で、本県が歴史の中で果たしてきた役割に
気付 くとともに歴史や文化に親 しみながら
学習を進めるこ とができるようになってい

る。

東 書

今 日的課題であるICT・ 防災・道徳教育・

グローバル化・SDGs等 にかかわつて、身近
に感 じ取ることができるような内容を取 り
上げ、社会の様々な側面に気付かせること
で、進んで社会に参画 していこうとする意
識を高めることができるよう配慮 されてい

る。

様々な分野で活動する人々の話を取 り上げ
るとともに、学習の成果を生かして自分た
ちにできることを考えたり、異なる立場か
ら考えたりする学習場面を設定すること
で、社会の中で自らできることを考え行動
していこうとする態度を養 うことができる
よう配慮 されている。
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Ⅲ 社会

・ 単元導入時に見開きで写真や絵を紹介し、
さらに疑間となる点や 「学習のまど」か
ら、自ら課題を見つけ、それを解決する学
習活動を促すことで、主体的に学習が進め
られるよう工夫されている。

「未来につなげる～わたしたちのSDGs～」
では、興味・関心をもち、進んで調べたい
と思う学習の展開例や資料を示すことで、
進んで課題に取り組むことができるよう工
夫されている。

日 文

I字び方・調べ万コーナー」では、学習の

計画の立て方、見学の仕方、グラフの読み
取 り方、意見交換会の仕方などを解説する
ことで、基礎的・基本的な技能が確実に習
得 されるよう工夫されている。

・課題を発見・追究・解決し、深めていくと
いう学習の流れを示すことで、知識・技能
を活用した問題解決学習を促 し、思考力、
判断力、表現力等が育成されるよう工夫さ
れている。

「見方・考え方コーナー」では、社会的な
視点を空間・時間・関係の 3つの視点に整
理し、イラス トで示すことでヽ思考力、判
断力、表現力等が育成されるよう工夫され
ている。

「つなげる」では、学びを広げたり、深め
た りすることができる題材やSDG sと つな
げて考えることができる題材などを取 り上
げることで、主体的に学習が進められるよ
う工夫されている。

・AI技術により自黒写真をカラー化したり、
自ら調べて考えるためのページを設定した
りすることで、進んで課題に取り組むこと
ができるよう工夫されている。

教 出

技能について解説 した 「学びのてびき」の
コーナーでは、学習を進めていく上で必要
な情報の集め方、資料の読み取 り方、考え
の表 し方等を解説することで、基礎的・基
本的な技能が確実に習得 されるよう工夫 さ
れている。

・ 巻頭に学習の進め方を示すモデル図を掲載
することで、知識・技能を活用する道筋が
示 され、課題を追究 した り解決 した りする
学習活動を促 し、思考力、判断力、表現力
等が育成 されるよう工夫されている。

・ 各見開きでは、本時と次時につながる探究
的な学習を促すことで、思考力、判断力、
表現力等が育成 されるよう工夫 されてい
る。

・ 学習過程を 1つ かむ」 I調べる」 Iま とめ
る」 「いかす」 として整理 し、課題 を追
究・解決する学習を促すことで、思考力、
判断力、表現力等が育成 されるよう工夫さ
れている。

。社会的な見方・考え方を4つの視点で整理
し、イラス トで示すことで、思考力、判断
力、表現力等が育成されるよう工夫されて
いる。

学習のポイン トとなる活動や問いかけを
「まなびのポイン ト」として示すことで、
見通 しをもつて主体的に学習が進められる
よう工夫されている。

・ コラム欄や「ひろげる」のコーナーにおい
て、学習内容に関連するエピツー ドや学び
を深める話を紹介することで、学習への関
心をさらに高め、進んで課題に取り組むこ
とができるよう工夫されている。

東 書

・ 各単元の 1ま とめる」では、学習内容 を分
かりやすくまとめた例を示したり、既習の
学習内容を書き込めるようにした りするこ
とで、基礎的・基本的な知識・技能が確実
に習得されるよう工夫されている。
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Ⅲ 社会

・ 写冥 と地凶を関運 させて掲載 した り、写夏
に吹き出しを付け、分かりやすく提示 した
りするなど、レイアウ トを工夫すること
で、課題を追究 した り解決 した りする活動
を促すことができるよう工夫されている。

。調査の仕方や話 し合い方、学習のまとめ方
を掲載し、自主的に調べ学習を展開できる

ィようにすることで、考えたことや選択・判
断したことを表現する力を養えるよう工夫
されている。

「わたしたちの県」では、地形図や土地利
用の様子、特産物や産業を取 り上げ、自分
の住む県の特色を調べる具体的な観点を数
多く示すことで、自分たちの住む県の地理
的環境 と生活 との関連について、理解を深
められるよう配慮 されている。

「地いきの伝統や文化と、先人のはたら
き」では、工島神楽や黒島天主堂など、長
崎県の歴史のある古い建物や祭 りを単元を
通して取り上げることで、長崎県に対する
誇 りと愛情、地域社会の一員としての自覚
を養えるよう配慮されている。

日 文

・ 写真や地図から読み取つたことや見学 して

分かったことなどを 「友だちの発言」 とし―
て数多く掲載することで、自分 と生活 との

関連を踏まえた理解を深められるよう配慮
されている。

「わたしたちにできること」をポスターや
標語にして話し合つたり、年表を基に考え
を深め合つたりすることで、地域社会の一
員としての自覚を養えるよう配慮されてい
る。

学習問題を含む絵や写真を吹き出しと組み
合わせて提示することで、自ら学習問題に
気付き、課題を主体的に追究したり解決し
たりすることができるよう工夫されてい
る。

「まとめる」段階では、関係図や地図、道
具調ベカー ドなど、多様な表現方法を示し
たり、学習したことを他の人と協働 して表
現する方法を示したりすることで、考えた
ことや選択・判断したことを表現する力を
養えるよう工夫されている。

I健康なくらしとまちづくり」では、私た
ちの生活・環境を守る人の話を写真 と文章
で数多く取 り上げることで、人々の生活の

様子や変化について、理解を深められるよ
う配慮 されている。

「地域で受けつがれてきたもの」や 「わた
したちの県のまちづくり」では、古くから
残る祭りや伝統産業、建造物を具体的に調
べる学習を随所に設けることで、地域に対
する誇 りと愛情をもつことができるよう配
慮されている。

教  出

レシー トや学校の消防設備、交通事故を防
ぐ施設など、身近なところで目にしている
物を調べる題材 として効果的に取 り入れる
ことで、自分 と生活 との関連を踏まえた理
解を深められるよう配慮 されている。

学習したことを基に、市の良さをまとめた
ポスタとや安全マップ、標語をつくる活動
などの自分にできることを考えさせる学習
を設定することで、地域社会の一員として
の自覚を養えるよう配慮されている。

・ 絵地図や写買、吹き出しなどを組み合わせ
て分かりやすく構造的に提示することで、
学習に見通 しをもたせ、課題を追究 した り

解決 したりする活動を促すことができるよ
う工夫されている。

「まとめる」、 「いかす」段階の学習で
は、「しょうかい地図」やポスター、「せ
んでんシール」、壁新聞の作成、ワーク
シー トヘの記入など多様な言語活動を設定
することで、考えたことや選択・判断した
ことを表現する力を養えるよう工夫されて
いる。

I水はどこから」や Iごみのしょりと利
用」の 「いかす」段階の学習では、水の使
い方やごみを減 らす手立てを考えた り、自
分たちのまちの良さを伝えた りする活動を
仕組むことで、児童が地域社会の一員 とし
ての自覚を養えるよう配慮されている。

「きょう土の伝統・文化と先人たち」や
「古いまちなみを生かすまち」では、古く
から残る建造物や地域の伝統的な文化を調
べる学習を随所に設けることで、地域に封
する誇りと愛情をもつことができるよう配
慮されている。

東 書

Iは たらく人 とわた したちのくらし」で
は、地域で働く関係者の話を多く掲載 し、
身近な地域と自分の生活とのかかわりに触
れさせることで、自分と生活との関連を踏
まえた理解を深められるよう配慮されてい
る。

「市のうつりかわり」では、まちや人々の

暮らしについて道路や乗 り物や公共施設、
暮らしの道具を紹介し、その移 り変わりの

調べ方を示すことで、地域社会に紺する誇
りと愛情を養えるよう配慮されている。
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Ⅲ 社会

日 文

・ 鳥欧図や地形図、ハザー ドマップなど、
様々な形の地図を随所に配置 した り、巻末
の 「地図となかよしになろう」で積極的に
地図の活用を促 したりすることで、地図や
資料を積極的に活用できるよう工夫されて
いる。

・ さらに考えたい課題について追究 し、考え
たことを話 し合 う「深め合い」活動を促す
ページを単元ごとに設定することで、習得
した知識の定着を図り、表現する力が養わ
れるよう工夫されている。

。国上についての学習では、地図と地球儀の

違いや方位や距離の調べ方を詳 しく取 り上
げた り、 日本の気候の特色を把握するため
の資料を豊富に掲載 した りすることで、国
上の地理的環境について、理解を深められ
るよう配慮 されている。

・米作 りの学習では、導入で米を使つた様々

な料理や製品を紹介したり、品種別作付面
積の移 り変わりや環境にやさしい米作 りの
取組などを紹介 したりすることで、日本の
農業の現状を理解 し、我が国の産業の発展
を願い、将来を担 う国民としての自覚を養
えるよう配慮されている。
「情報をつくり、伝える」では、情報の種
類や有効な活用、自らのかかわりを考える
学習を促す ことで、課題を追究した り解決
した りすることができるよう工夫 されてい
る。

「国上の環境を守る」では、公害問題や自
然災害等について豊富な資料を用いて取り
上げ、環境を守り、被害を防ぐために大切
なことや自分たちにできることなどを考え
させることで、説明したり、、議論したりす
る力を養えるよう工夫されている。

教  出

・地図を活用する学習場面では、土地利用図
や防災マップなど、複数の地図を関連付け
て示したり、地図と写真を組み合わせて表
示したりすることで、地図や資料を積極的
に活用できるよう工夫されている。

・小単元ごとの「まとめる」段階で、話し合
いや関係図づくり、ガイ ドマップづくりな
ど、多様な表現活動を提示することで、習
得した知識の定着を図り、表現する力が養
われるよう工夫されている。

I未来を支える食料生産」では、減晨薬の

米作 りや持続可能な水産業を取 り上げるこ
とで、我が国の食料生産のこれからの発展
と、持続可能な社会の実現を目指 していく
ための具体的取組について、理解を深めら
れるよう配慮 されている。

。「未来をつくりだす工業生産」では、福祉
自動車の開発や女性や障害をもつ人が働く
工場など、社会的な課題解決の事例を取り
上げることで、 日本の産業の現状を理解
し、我が国の産業の発展を願い、将来を担
う国民としての自覚を養えるよう配慮され
ている。

・ 「日本の国土とわたしたちのくらし」で
は、国上の様子について、豊富な写真や地
図、複数の統計資料用いて自然条件と人々
のくらしを関連付けることで、課題を追究
したり、解決したりすることができるよう
工夫されている。

「未来をつくりだす工業製品」では、ICT

を活用した表現活動を掲載するとともにt

これからの日本工業の強みを順位付けして
説明する活動を設定することで、説明した
り、議論 したりする力を養えるよう工夫さ
れている。

東 書

・ 「わたしたちの県」の 「まなび方コー

ナー」で積極的に地図の活用を促 した り、
各単元に県や地方を示 した地図や写真等を
随所に取 り上げた りすることで、地図や資
料を積極的に活用できるよう工夫されてい
る。

・ 小学元ごとの 「まとめる」段階で、文章で
まとめる、写真やカー ドを活用する、発表
する、話 し合 うなどの多様な表現活動を提
示することで、習得 した知識の定着を図
り、表現する力が養われるよう工夫されて
いる。

・ 産業 と情報のかかわ りの学習では、コンビ
ニエンスス トアの事例を示 し、情報を管理
しながら様々なサービスに活用 しているこ
とを取 り上げることで、情報を活用 した我
が国の産業の発展への理解を深められるよ
う配慮されている。

・ 工業生産の学習では、導入で日本各地の工
業製品を地図上に示したり、工業種類別の
工業生産額の割合の変化を統計資料で掲載
したりすることで、日本の工業の特色を理
解 しヽ我が国の産業の発展を願い、将来を
担 う国民としての自党を養えるよう配慮さ
れている。

・学習内容を選択する単元では、学習計画が
立てやすいように、一覧になつたページ
(「学習の進め方」)を設けたり、写真や

地図、統計資料を提示し活用したりするこ
とで、課題を追究・解決することができる
よう工夫されている。

「自然災害を防ぐ」では、自然災害につい
て豊富な写真や図などを用いて、国上の地
形や気候 と自然災害 とを関連付けて示すこ
とで、選択・判断 したことを説明 した り、
議論 したりする力を養えるよう工夫されて
いる。
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Ⅲ 社会

・ 巻末の歴史年表では、各時代の人物の絵を
切 り取つて貼つた り、自分の年表を書き込
む欄を設けた りする学習活動を設定するこ
とで、資料を基に課題を追究 した り解決 し
た りする活動を促すよう工夫されている。

・ 国際理解の学習では、発表や話 し合いの仕
方を例示するとともに、 「さらに考えたい

問題」を示すことで、考えたことを説明し
た り、学習課題についてさらに考えを深め
議論 した りする力を養えるよう工夫 されて
ヤヽる。

口 文

'歴史学習の導入では、歴史学者からの手紙
を通 して歴史を学ぶ意味を提え、自分たち
の住むまちにある史跡や博物館を探訪する
事例を示すことで、我が国の歴史や伝統、
先人の業績や優れた文化遺産について理解
を深められるよう配慮されている。

・政治学習では、障がい者の方の活動や待機
児童問題等の具体的な事例を取り上げるこ
とで、我が国の政治についての理解を深
め、我が国の将来を担 う国民としての自覚
を養えるよう配慮されている。

・ カラー写真化した白黒写真や、各時代の歴
史的事象の想像図を豊富に示し、相互に比
較したり、時間の推移に伴 う変化を読み取
らせたりする活動を設定することで、説明
したり、議論したりする力を養えるよう工
夫されている。

。政治早元において、い章害者乏別解消法に看
目して、障がいのある人のインタビュー記
事や人権保障をめぐる課題 についての事
例、法律の成立過程を取 り上げることで、
日本国憲法や政治の仕組みについて具体的
に学習を進め、課題を追究 した り解決 した
りする活動を促すよう工夫されている。

教 出

アメリカや甲国、プラジル、サウジアラビ
アなどの現地取材に基づいた世界名・国の子
供の 日常生活の紹介記事 を掲載す ること
で、多様な人々との共生について理解を深
められるよう配慮されている。

・ 6年生の学習の終わりの「つなげる」で
は、6年生の学習をSDGsと のつながりで振
り返り、大切なことや自分にできることを
話し合 う場面を設定することで、我が国の
将来を担 う国民としての自覚を養えるよう
配慮されている。

東 書

・歴史学習では、知 つている人物や文化遺
産、既習事項等から学習へ導入 した り、年
表や各時代の想像図、グラフや写真資料等
の読み取 り方を「まなび方ヨーナー」 とし
て示 した りすることで、先人の業績や優れ
た文化遺産について理解を深められるよう
配慮 されている。

。政治・国際編の単元の終わりの 「いかす」
では、公園づくりやSDGsな どの課題につい
て調べたことを発表したり、自分たちにで
きることを考えたりする場面を設定するこ
とで、我が国の将来を担 う国民としての自
覚を養えるよう配慮されている。

・歴史編の巻頭には、歴史学習の基本 として

博物館見学のポイン トや年表の見方を紹介
した り、各単元の 「ひろげる」では学習内
容の補充、発展、比較するための社会的事
象を数多く紹介 した りすることで、課題を
追究 した り解決 した りする活動を促すよう
工夫されている。

・政治 。国際理解単元の 「まとめる」では、
くらしの中で憲法が生かされている取組に
ついてまとめた り、 日本 とつなが りの深い

国について調べたこと話 し合った り、意見
文にま とめた りす る活動 を設定す ること
で、説明した り、議論 した りする力を養え
るよう二夫されている。
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Ⅲ 社会

・ 見開き上段に大きく中心資料を、左右に補
助資料などをそれぞれ配置することで、本
文 と資料を関連 させた読み取 りがしやすい
よう配慮 されている。

日 文

文章による説明を少なくして、キャラク
ターによる対話を多 く掲載することで、学
習者にとつて親 しみやすい表現で課題意識
をもたせた り、内容を理解 した りできるよ
う工夫されている。

・ 資料の読み取 り方や見学・観察などの仕方
について解説 した 「学び方・調べ方 コー
ナー」や 「見方・考え方コ‥ナー」を示す
ことで、学びを深めることができるよう配
慮されているЬ

・ 各時間における学甘の進め方を 3段階で示
したり (314年 )、 自黒写真をカラーに
復元 して示 した り (6年)することで、学
ぶ意欲を高められるよう配慮されている。

教 出

3年と4年ではキヤラクタ‐による対話を
多く掲載 して説明した り、 5年 と6年では
封話を掲載せずにその分、記述を詳 しくし
たりするなど、発達段階に応 じた説明内容
となるよう工夫されている。

・ 資料を打 り込みで大きく掲載することで、
学習意欲を高めるとともに、読み取る活動
など効果的に行 うことができるよう配慮 さ
れている。

・ 本文の文写、振 り仮条共に比較的大きく誘
みやす く、 5年 と6年は分冊にすることで
児童の取 り扱いがしやすいよう配慮 されて
いる。

東 書

本文は、学習課題や問いに対応するような
形で分か りやす く記述 した り(「 ことば」
の欄を別に設け、学習上のキーワー ドとな
る言葉を説明した りすることで、本文がよ
り分か りやす く理解ができるよう工夫され
ている。

。その時間に働かせる社会科の見方・考え方
をキャラクターで示したり、資料の読み取
り方や学習の進め方、まとめ方を示した
「まなび方コーナー」を設けたりすること
で、学習活動が円滑に進められるよう配慮
されている。
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